
 

 

 

 
 
 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

〈主催〉 山口県立大学 ・ 宇部市教育委員会 

◆定 員 ３０名（応募者多数の場合抽選） 

◆受 講 料 無料 

◆受講方法 部分受講も可能です。 

◆申込方法 電話 ＦＡＸ ハガキで 住所･氏名･

電話番号を右記申込先までお知ら

せください。 

◆申込締切 平成３０年５月１３日（日） 

◆受講通知 講座開始までに山口県立大学から

各自へお知らせします。 

 

 

 

 

 

 

集 募 生 講 受 

会 場  宇部市学びの森くすのき （宇部市大字船木３６１番地６） 

日 時  平成３０年５月１９日・２６日・６月２日（土） １３：３０ ▶ １５：００ 
 

平成 30年度   
宇部市学びの森くすのきサテライトカレッジ 

  稲田 秀雄 

『平家物語』は、山口県の壇ノ浦も舞台になって

いる日本中世文学の代表的作品ですが、本当

はどのような物語なのでしょうか。おおまかな内

容はもとより、多くの本があること、成立事情、そ

して琵琶法師のことなど、一般にあまり知られて

いない謎と魅力についてお話しします。 

5/26 
(土) 

『平家物語』入門 

  加藤 禎行 

国木田独歩は、短篇小説「武蔵野」で知られる

日本近代文学を代表する小説家のひとりです。

独歩は、少年時代を山口県で過ごしたことでも

知られています。今回の講座では、そうした独

歩の〈やまぐち〉時代と、作品に現れた〈やまぐ

ち〉を確認していこうと考えています。 

6/2 
(土) 

国木田独歩と〈やまぐち〉 

【お申込先】 

 宇部市学びの森くすのき 

 〒７５７－０２１６ 宇部市大字船木３６１番地６ 

 TEL ０８３６-６７-１２７７  FAX ０８３６-６７-０６９１ 
 

【お問合せ】 

 宇部市学びの森くすのき 

 TEL ０８３６-６７-１２７７ 

 山口県立大学地域共生センター 

 TEL ０８３-９２８-３４９５ 

5/19 
(土) 中世武士の足跡と仏教文化 

名誉教授 國守 進 

中世を通じて宇部地方で活躍した厚東氏、

内藤氏ら有力領主たちの史跡（館跡や城跡

など）を紹介する。次いで彼らが開いた寺院

を舞台として活躍した僧侶や仏像などの文

化財を紹介し、当該地方の寺院の位置や宗

教活動の様相について考察したい。 


